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「教育実践年報」第12号の発行に寄せて

附属教育実践センター長　　　　　
日　置　英　彰

　学校教育臨床総合センターから教育実践センターに改組して３年が経ちました。改組を機にいくつかの新事
業を立ち上げました。そのひとつが教育の諸課題に関する公開シンポジウムです。道徳の授業が「特別の教科
　道徳」として再スタートして，移行期間も含めると５年になります。文部科学省が令和３年度に実施した道
徳教育実施状況調査結果によると，教科化を受けた変化として，「道徳教育に対する教師の意識が高まった」，
「児童生徒同士による話合いや議論が活発になった」といったポジティブな意見が先生方から出されましたが，
その一方で多くの現場の先生方から「評価の妥当性や信頼性をいかに担保するか」，「児童生徒の学習状況及び
道徳性に係る成長の様子をどう把握するかの把握」，「指導と評価の一体化」が課題として挙げられております。
そこで第３回となるシンポジウムのテーマは「評価を活かした道徳科の授業づくり」としました。
　１月に開催した本シンポジウムでは，多くの教育関係者の皆さまにお集まりいただき，答えが一つではない
道徳的な問題について，子どもたちの学びのプロセスや成長をどのように見取ればよいのか活発に議論しまし
た。本誌では特集としてこのシンポジウムの内容を詳しく紹介しております。道徳教育を一層推進するための
参考になれば幸いです。
　もう一つの新事業は初任者教員事前研修，通称「はばたきプロジェクト」です。教員人生をスムーズにスター
トできるよう，着任から始業式までの流れ，学級づくり，成績処理，学校行事など多岐にわたる項目について
具体例を示しながら，それぞれについてどのような準備が必要か研修します。１，２年目教員からのアドバイ
スも大変好評でした。詳細については教職キャリア部門からの報告で紹介しています。
　本学共同教育学部では，学部の授業と教育現場での実践の有機的な結合に努力しており，大学１年次から４
年次まで一貫した「学部・学校現場往還型カリキュラム」を構築，実施しています。このカリキュラムは本学
の大きな特色のひとつです。長引くコロナ禍で本年度も大変難しい状況の中での教育実習となりましたが，全
学年において代替措置をほとんど講じることなく実施することができました。これは各教育委員会，各実習受
入校の多大なるご協力の賜物であり，この場を借りて深く感謝申し上げます。本年度の実施内容については教
育実践開発部門からの報告で紹介しています。
　学校現場の若い先生方に向けたメッセージをお贈りする「若い教師を育てるワンポイントアドバイス」のコー
ナーでは，技術教育講座の小熊良一先生と当センターの日暮利明准教授に執筆いただきました。また，当セン
ターの教員が関わった実践報告を吉田浩之教授と安藤哲也教授が寄稿しております。これらは学校現場の先生
方にもたいへん有益なものであります。
　本年度，阿部充寿准教授が当センターに着任しました。本誌に自己紹介を掲載しておりますのでご覧くださ
い。
　当センターでは，本学部の学生支援委員会とも連携しながら教員採用試験に対する支援も計画しております。
これによって，学生に対する教育実習，教員採用試験の支援および初任者教員事前研修，現職教員に対する資
質能力の向上と課題解決のサポートまで，一気通貫で支える中核施設としての体制が整います。
　GIGAスクール構想や特別支援教育の推進，教員志望学生の減少，いじめ対策や不登校児童生徒への支援，教
員の働き方改革，部活動の地域移行など学校現場には多くの課題が存在します。これからも地域と群馬大学共
同教育学部を結ぶ役割を一層効果的に担えるよう努力して参りますので，変わらぬご支援を賜りますようお願
い申し上げます。
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＜センター協議会参加報告・資料室利用状況＞ 
 
国立大学教育実践研究関連センター協議会への参加 

2023 年 2 月 28 日に，第 102 国立大学教育実践研究関連センター協議会が，web 会議シ
ステム（Zoom）で 10 時から 12 時に開催されました。総会では，2023 年度体制（次期会
⻑，監査），2022 年度会計中間報告，2023 年度予算案が審議され，続いて年会費・会費等
に関する細則改訂，年報についての報告がありました。 

休憩をはさみ，各センターから報告が行われました。その中で，教員志望意欲の低下に関
する課題を挙げた大学が複数あり，山口大学では，山口県商工労働部と連携し，「就職する
なら山口県」のパンフレットを活用し，山口県で教職に就く学生の増加を図る取組が紹介さ
れました。 

また，三重大学では，1 年時に比べ 2 年時に教職を希望する割合が 2 割減少するデータか
ら，1 年時に附属学校教員と学生が身近な距離で座談会を実施し，教職に対する質問や相談
等を通して，教職に対する理解と意欲を高める取組を始めたとする紹介がありました。その
後，次回総会は，2023 年 9 月 15 日（金），10 時から 16 時，開催形式と場所は未定を確認
し，閉会しました。 
 

センター資料室の利用状況 

 本センターでは，県内の小・中学校で使
用されている教科書及び教師用指導書など
を１教科につき複数点ずつ整備しています。
これらは学部生だけでなく，院生や大学教
員にも，随時，利用されています。用途と
しては，３年次の教育実習（本実習）にお
ける実地指導のためが中心ですが，その他
にも，大学の授業で行う模擬授業のため，
卒論等の研究のためと，さまざまです。ど
うぞ，積極的にご利用ください。 

 
教育実習校別の学習指導案プール状況                       

本センターでは、学生が教育実習で作成した学習指導案等を実習校毎に保管しています。各
市町村教育委員会管内の学習指導案数は、学生が指導案に事前に目を通していくことも重
要です。前橋市(6４校)、高崎市(7３校)、桐生市(2２校)、伊勢崎市（３３校)、太田市（3８
校)、沼田市(18 校)、館林市(１６校)、渋川市(２３校)、藤岡市(10 校)、富岡市(15 校)、安
中市(14 校)、みどり市(10 校)、榛東村(3 校)、吉岡町(3 校)、甘楽町(４校)、玉村町(7 校)
で、小学校 2３１校、中学校 122 校、計 3５３校の指導案が保管されています。 

国立大学教育実践研究関連センター協議会への参加
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実践報告 

保育者同士のよりよい連携を目指す園内研修（令和３年度）の取組 

榛東村立南幼稚園長 村上 由紀恵 

群馬大学共同教育学部 安藤 哲也 

１．はじめに 

(1) 園の概要 

本園のある榛東村は，群馬県のほぼ中央に位置し，吉岡町，渋川市，前橋市，高崎市に隣

接している。榛名山麓に沿って緩やかに傾斜した南西部には陸上自衛隊の相馬原駐屯地が

ある。園庭には，大きな土山や固定遊具があり，園庭とは別に広いグラウンドもあって，

日々，子どもたちは伸び伸びと体を動かして遊んでいる。また，園周辺には田畑や果樹園な

どがあり，自然環境に恵まれ，季節の変化を身近に感じることができる。道を挟んで東隣に

は村立南小学校がある。小学生が休み時間に遊んでいる姿や体育の授業を行っている姿を

園庭から見ることができ，また，小学校のビオトープに行ったり校庭でドングリ拾いをした

りすることで，園児は小学校の雰囲気を身近に感じている。 

 令和３年度の学級数及び園児数は，年長児：２学級３０名，年中児：１学級１９名，年少

児：１学級１５名の，計５学級６４名であった。令和４年度の学級数及び園児数は，年長児：

１学級２０名，年中児：１学級１７名，年少児：１学級１５名の，計４学級５２名であるこ

とから，やや減少傾向にある。令和３年度の園内研修に参加した保育者は，園長及び各学級

担任と補助教諭，養護教諭を合わせた１０名であった。 

 

(2) 令和３年度の園内研修を企画した経緯と意図 

 前年度の園内研修を通して，幼児を多面的に見る中でそれぞれの保育者の見取り方にズ

レが生じ，方向性の違いなども生まれてしまう傾向があることを感じた。幼児理解や保育

方法などを共有していくには，もう一歩踏み込んだ話し合いが必要ではないか，研修の進

め方やカンファレンスの方法についても見直しが必要ではないか，と考えるようになっ

た。そこで，園内研修の方法を学び，今まで行ってきたやり方では見えてこない部分にも

保育者同士で気付くことができるように，外部講師と共に園内研修を進めていくことによ

って，あらためて本園の研修のあり方について考えていくことにした。 

 

２．令和３年度の園内研修の概要 

(1) 研修主題 

 「保育者が互いの幼児理解を共有した保育の展開 ～幼児の育ちを支えながら～」 

 

(2) 主題設定の理由 

本園では前年度に「保育者が互いの幼児理解を共有し，深めあう保育の展開 ～保育者

の連携を図りながら～」という主題で園内研修を行った。その結果，①これまでの保育実
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践から自分なりに捉えた幼児の発達の様子や保育の進め方，手立て等を意識的に保育者間

で伝えることができた，②有効な手立てを話し合い，意見交換をすることによって幼児の

発達の姿を多面的に読み取ることができた，③手立ての幅が広がるとともに，ヒントを得

ることができ今後の保育につなげていくことができた，などの成果がみられた。このこと

から，幼児理解のために保育者同士で話し合うことや，保育者が多面的に幼児を見ること

はできるようになってきたと考えられる。その反面，保育者がそれぞれの捉えで幼児を見

ることによるズレが生じていることにも気付いたことから，さらに話し合いの内容を掘り

下げて保育カンファレンスを進めていくことが課題として浮かび上がった。そこで，育て

たい幼児の姿を共有し，全保育者が共通の意識で保育を行えるように，より充実した保育

者間の連携を紡ぎ出す園内研修を行っていきたいと考えた。 

前年度は，幼児の姿を見て，担任がどのように育てたいか，そのためにどのような手立

てをとるかについて共通理解するために，フォトリフレクションを活用した園内研修を行

った。そのことにより，担任による幼児の姿の読み取りだけではなく，他の保育者の幼児

の読み取りを知ることができ，幼児の姿を多面的に捉えることにつながった。 

 しかし，実践を共通理解するために行ったフォトリフレクションやクラス会議では，幼

児の現状の姿や保育の振り返りの話し合いをすることはできていても，育とうとしている

姿にふさわしい環境の構成や遊びを支える手立て，状況づくりが弱く，幼児が「今日は楽

しかった」という思いを十分にもつまでには至らなかったように思われた。 

幼児が「楽しい」と思う保育を展開するには，まず，担任が「このように育てたい」と

いう思いや具体的な幼児の姿を他のクラスの保育者に発信することが必要であり，その上

で，共に考察することによって，幼児の姿を多面的に読み取ることができるようになるの

ではないだろうかと考えた。また，幼児が成長するための，次の手立てを全保育者で共有

しておくことで，幼児の遊びが広がり，幼児が「今日は楽しかった」と思う保育が展開で

きるのではないだろうかと考えた。 

以上のことから，幼児の遊びや成長を支えるために，より充実した保育者間の連携を中

心課題にして園内研修を進めていく必要があると考え，本主題を設定した。 

 

(3) 研修のねらい  

○目指す幼児像 

３歳児 

自分の好きな遊びを楽しみ、安心して過ごせる幼児 

４歳児 

自分なりに表現し、友達と遊ぶことが楽しいと感じる幼児 

５歳児 

友達と協力して遊びを進めることができる幼児 

保育カンファレンスを通して，担任の思いや願いを保育者間で読み取り，全保育者で
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保育を考察し，次の保育へつなげるきっかけづくりとする。 

 

○幼児を読み取る視点 

①何が楽しい？            （何ができるようになるか） 

②どんな遊びを喜んでいる？      （どのように学ぶか） 

③この幼児にとって，何が有効？    （幼児の発達を踏まえた指導） 

④どんなことがおもしろかった？    （何が身についたか） 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点を用いて，幼児の姿を言語化するとと

もに，遊びを具現化し，共有する。 

 

(4) 研修の方法 

「子どもの育ち発見シート」を通して 
※幼児のよい姿を見付ける。 

※楽しく書きためる。 

＜視点＞ 

○子どもの育ちについて 

○子どもの思いについて 

○保育者の関わりについて 

＜留意事項＞ 

・全員が同じ立場で行う。 

・「違う」→NG ワード 

・まず，うなずく。“私はこう思う”をつける（違って当たり前）。 

・保育者は言葉の伝え合いを具体的に行う。 

・話し合いでは，肯定的に捉え，認める（間違い探しではない）。 

 
 上記のようなカンファレンスの視点をもち，目指す幼児像に近付けるように園内研修を

進めることとした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

子どもの育ち発見シート  10 の姿 
(組 氏名 保育者) 

令和３年 月 日 タイトル 
 
 
 
 
 
 
＜カンファレンスの視点＞ 
 

エピソード 
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PDCA サイクル 〈南幼稚園としての理想の構造図〉 
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振り返り 保育の安心感

自信 

意思疎通が図れる 

統一した保育 

幼児が安心して園生活を送れる 
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(5) 研修計画 

月 研修内容 

４ 月 

 

５ 月 

○昨年度の振り返り，反省 

○研修に対しての心構え等 

○研修主題の設定，研修計画の立案 

６ 月 ○幼児の実態を捉え，把握等 

○各クラスの実態の話し合い 

○研修主題の共通理解 

○保育カンファレンス 

７ 月 ○保育カンファレンス 

○各年齢の年間指導計画の見直し（１学期分） 

８ 月  

９ 月 ○保育カンファレンス 

１０ 月 ○要請訪問による評価，反省から課題検討，評価 

○研修内容の話し合い 

１１ 月 ○研修内容の話し合い 

○保こ幼小連絡協議会公開保育 

１２ 月 ○研修まとめ 

○各年齢の年間指導計画の見直し（２学期分） 

１ 月 ○研修の成果と課題 

２ 月 ○次年度へ向けての話し合い 

３ 月 ○各年齢の年間指導計画の見直し（３学期分） 

○教育課程，人権教育計画の見直し 

 

(6) カンファレンスの具体例 

〈実践事例１〉                           （１０の姿） 

                             ２ 

子どもの「育ち」発見シート （みどり組 氏名：Ａ児 保育者：Ｂ） 

令和３年７月 1２日（月）～１４日（水）  タイトル：「消毒！」 

＜背景＞ 

  Ａ児は，話を落ち着いて聞いていなかったり，目先に気になることがあると集中してい

なかったりして，やらなくてはいけないことがあっても忘れてしまうことがある。 

  一つの物事を遂行できるように，以前からクラスで使っている机や手指用の消毒液が

無くなると，養護教諭（Ｃ）のところにもらいに行く仕事を頼んでいた。 

 ７月１２日の給食の準備をしているときに，Ｂが消毒液が少なくなっていることに気付い

た。トイレを済ませて保育室に戻ってきたＡ児に「Ａちゃん，消毒が無くなりそうだから，

〇〇
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  一つの物事を遂行できるように，以前からクラスで使っている机や手指用の消毒液が

無くなると，養護教諭（Ｃ）のところにもらいに行く仕事を頼んでいた。 

 ７月１２日の給食の準備をしているときに，Ｂが消毒液が少なくなっていることに気付い

た。トイレを済ませて保育室に戻ってきたＡ児に「Ａちゃん，消毒が無くなりそうだから，
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Ｃ先生のところにもらいに行って欲しいのだけど，今日は北幼稚園の日なんだ。だから，今

度来たときにお願い。覚えておいてね。よろしくね。」と言った。すると，Ａ児は「分かった！」

と言った。 

 ７月１３日，Ａ児は登園するなり早々に「先生！消毒だよね！Ｃ先生のところに行ってく

る！」と張り切って言った。Ｂが「Ａちゃん！どうしたん！ちゃんと覚えられてたんだね！

すごいじゃん！でもね，実はＣ先生，今日も北幼稚園なんだ。」と言うと「じゃあ明日は来る？

明日行けば良い？？」と言った。「そうだね，明日お願いね。」と頼むと「分かった！」と返

事をした。 

 ７月１４日，Ａ児が登園すると「Ｃ先生は？」と言った。Ｂが「今日はいるよ」と言うと，

満面の笑みを浮かべて，朝の荷物の始末を今までに無いスピードでこなした。そして，消毒

が入ったボトルを手に取ると「先生！行ってきます！」と意気揚々と職員室に向かっていっ

た。 

 Ａ児が職員室から保育室に帰ってくると「先生，Ｃ先生が今は（消毒をボトルに）入れら

れないみたいだから，また来てって言ってた！」とＢに報告した。「じゃあ，後はＡちゃんに

任せたよ。」とＢが言うと，その日は遊んでいる途中や製作をしている途中にふと思い出して

「そろそろＣ先生のところに行った方がいいかな？」とＢに何度か尋ねてきた。Ｂは「○○

だけはやっちゃいな。そしたら区切りがつくから見ておいで。」というように対応をした。

 何度か職員室と保育室を行き来し，消毒液が入ったボトルを手に保育室に戻ってきた。「先

生！入れてもらったよ！」とニコニコしながら嬉しそうに言った。Ｂが「ありがとう！助か

ったよ！またお願いね。」と言うと「うん！」と嬉しそうにうなずいた。 

〈カンファレンスの視点〉 

○子どもの育ちについて 

・自分が頼まれた手伝いを遂行できるようになってきた。 

・自分の役割を果たすことが達成感につながってきている。 

○子どもの思いについて 

・先生のお手伝いするの楽しいかも。 

・ちゃんと最後まで仕事ができた！嬉しい！ 

・消毒をＣ先生のところに取りに行くのは私（Ａ児）の仕事。 

・Ｃ先生のところに行くのも楽しみ。 

○保育者のかかわりについて 

・自分で状況を判断して，役割を探すのが苦手なので「先生のお手伝い」という気持ちで取

り組めるように，役割を与え，責任をもてるような環境にした。 

・Ａ児の行動に対して「Ａちゃん○○やってないよ！」「○○するんじゃなかったの？」と

注意したくなってしまうので，同じ役割を何度か与え，Ａ児が与えられた役割を達成する

喜びを体験できるようにした。 

・今後もＡ児に役割を与えて，最後まで遂行する体験を積ませていく。少しずつ，状況を見
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て判断できるように，保育者が言葉をかけたり，同じ状況の中で一緒に考えたりする機会

を設けると，落ち着いて話を聞いたり，役割を最後まで遂行できるようになっていくので

はないかと思う。 

 
 
〈実践事例２〉                           （１０の姿） 
                                  ２ 

子どもの「育ち」発見シート （みどり組 氏名：Ａ児 保育者：養護教諭（Ｃ））  

令和３年７月１４日（水）  タイトル：「消毒入れてください（^_^）」 

＜背景＞ 

  Ａ児は，顔を合わせると「きゃー」っと言いながら廊下を走り去ったり，何かお手伝いを頼ん

でもすぐに忘れてしまったりすることがあった。また，怪我をしたときに，はっきりと言葉で説明

できず，モジモジしている様子があった。 

 前日は北幼稚園勤務のため，Ｃは不在だった。９時半頃，テラスを歩いていたところ，「Ｃ先生，消

毒を入れてください。」とＡ児に呼び止められた。消毒液は会議室にあったが，タイミング悪く来客中

で，すぐには入ることができなかった。そのため「今，お客さんがいて会議室に入れないんだよ・・・。

でも，ボトルだけは預かるね。あと，先生，すぐに忘れちゃうから，入れたかどうか教えてくれると助

かるよ！」と伝え，Ａ児からボトルを預かる。しばらくすると，Ａ児が「先生！消毒は？」と尋ねてき

た。しかし，まだ，そのときも会議室は使用中だったため消毒液を入れることができなかった。「ごめ

ん！Ａちゃん・・・まだ，お部屋が使えないみたいだから，もう少し待っていてね！」とＣが伝える。

 その後，会議室は空いたが，Ａ児が来るだろうと思い消毒液は入れず，忘れたフリをしながら事務仕

事を進めていたところ，「先生！お部屋，空いた？消毒液は？」と，ニコニコしながらＡ児が職員室へ

来た。Ｃが「あっ！すっかり忘れてたよ・・・Ａちゃん，ありがとう。」と伝え，Ａ児と一緒に会議室

に向かった。消毒液をボトルに入れながら「Ａちゃん，ずっと覚えていたんだね。偉いね！」と言うと，

「うん！だって，Ｂ先生から頼まれたんだもん。」とＡ児が答えた。「Ｂ先生にいつ頼まれたの？」と尋

ねると，「うーんっと・・・昨日？あっ！その前から！」と嬉しそうに答えた。「そんなに前から頼まれ

ていたのに覚えていたんだね。Ａちゃんは，すごいね。さすがみどりさんだね。」と言うと「うん！！」

とニコニコしながら答えた。消毒液を入れ終え，ボトルを手渡しながら「入れ終わったよ。また，終わ

っちゃったらボトルを持ってきてね。」と伝えると，Ａ児は「うん！分かった！ありがとう。」とまたニ

コニコしながら返事をし，みどり組の教室へ戻って行った。 

＜カンファレンスの視点＞ 

○子どもの育ちについて 

・約束や言ったことなどすぐに忘れてしまう。 

・調子が良いと飛び回っている姿が見られる。 

・人の話を聞く場面などで集中しない様子が見られる。 

○子どもの思いについて 

・Ｂ先生に言われた事をやらないと！ 

〇〇

実践報告 

て判断できるように，保育者が言葉をかけたり，同じ状況の中で一緒に考えたりする機会

を設けると，落ち着いて話を聞いたり，役割を最後まで遂行できるようになっていくので

はないかと思う。 

 
 
〈実践事例２〉                           （１０の姿） 
                                  ２ 

子どもの「育ち」発見シート （みどり組 氏名：Ａ児 保育者：養護教諭（Ｃ））  

令和３年７月１４日（水）  タイトル：「消毒入れてください（^_^）」 

＜背景＞ 

  Ａ児は，顔を合わせると「きゃー」っと言いながら廊下を走り去ったり，何かお手伝いを頼ん

でもすぐに忘れてしまったりすることがあった。また，怪我をしたときに，はっきりと言葉で説明

できず，モジモジしている様子があった。 

 前日は北幼稚園勤務のため，Ｃは不在だった。９時半頃，テラスを歩いていたところ，「Ｃ先生，消

毒を入れてください。」とＡ児に呼び止められた。消毒液は会議室にあったが，タイミング悪く来客中

で，すぐには入ることができなかった。そのため「今，お客さんがいて会議室に入れないんだよ・・・。

でも，ボトルだけは預かるね。あと，先生，すぐに忘れちゃうから，入れたかどうか教えてくれると助

かるよ！」と伝え，Ａ児からボトルを預かる。しばらくすると，Ａ児が「先生！消毒は？」と尋ねてき

た。しかし，まだ，そのときも会議室は使用中だったため消毒液を入れることができなかった。「ごめ

ん！Ａちゃん・・・まだ，お部屋が使えないみたいだから，もう少し待っていてね！」とＣが伝える。

 その後，会議室は空いたが，Ａ児が来るだろうと思い消毒液は入れず，忘れたフリをしながら事務仕

事を進めていたところ，「先生！お部屋，空いた？消毒液は？」と，ニコニコしながらＡ児が職員室へ

来た。Ｃが「あっ！すっかり忘れてたよ・・・Ａちゃん，ありがとう。」と伝え，Ａ児と一緒に会議室

に向かった。消毒液をボトルに入れながら「Ａちゃん，ずっと覚えていたんだね。偉いね！」と言うと，

「うん！だって，Ｂ先生から頼まれたんだもん。」とＡ児が答えた。「Ｂ先生にいつ頼まれたの？」と尋

ねると，「うーんっと・・・昨日？あっ！その前から！」と嬉しそうに答えた。「そんなに前から頼まれ

ていたのに覚えていたんだね。Ａちゃんは，すごいね。さすがみどりさんだね。」と言うと「うん！！」

とニコニコしながら答えた。消毒液を入れ終え，ボトルを手渡しながら「入れ終わったよ。また，終わ

っちゃったらボトルを持ってきてね。」と伝えると，Ａ児は「うん！分かった！ありがとう。」とまたニ

コニコしながら返事をし，みどり組の教室へ戻って行った。 

＜カンファレンスの視点＞ 

○子どもの育ちについて 

・約束や言ったことなどすぐに忘れてしまう。 

・調子が良いと飛び回っている姿が見られる。 

・人の話を聞く場面などで集中しない様子が見られる。 

○子どもの思いについて 

・Ｂ先生に言われた事をやらないと！ 

〇〇組

〇〇

実践報告 

て判断できるように，保育者が言葉をかけたり，同じ状況の中で一緒に考えたりする機会

を設けると，落ち着いて話を聞いたり，役割を最後まで遂行できるようになっていくので

はないかと思う。 

 
 
〈実践事例２〉                           （１０の姿） 
                                  ２ 

子どもの「育ち」発見シート （みどり組 氏名：Ａ児 保育者：養護教諭（Ｃ））  

令和３年７月１４日（水）  タイトル：「消毒入れてください（^_^）」 

＜背景＞ 

  Ａ児は，顔を合わせると「きゃー」っと言いながら廊下を走り去ったり，何かお手伝いを頼ん

でもすぐに忘れてしまったりすることがあった。また，怪我をしたときに，はっきりと言葉で説明

できず，モジモジしている様子があった。 

 前日は北幼稚園勤務のため，Ｃは不在だった。９時半頃，テラスを歩いていたところ，「Ｃ先生，消

毒を入れてください。」とＡ児に呼び止められた。消毒液は会議室にあったが，タイミング悪く来客中

で，すぐには入ることができなかった。そのため「今，お客さんがいて会議室に入れないんだよ・・・。

でも，ボトルだけは預かるね。あと，先生，すぐに忘れちゃうから，入れたかどうか教えてくれると助

かるよ！」と伝え，Ａ児からボトルを預かる。しばらくすると，Ａ児が「先生！消毒は？」と尋ねてき

た。しかし，まだ，そのときも会議室は使用中だったため消毒液を入れることができなかった。「ごめ

ん！Ａちゃん・・・まだ，お部屋が使えないみたいだから，もう少し待っていてね！」とＣが伝える。

 その後，会議室は空いたが，Ａ児が来るだろうと思い消毒液は入れず，忘れたフリをしながら事務仕

事を進めていたところ，「先生！お部屋，空いた？消毒液は？」と，ニコニコしながらＡ児が職員室へ

来た。Ｃが「あっ！すっかり忘れてたよ・・・Ａちゃん，ありがとう。」と伝え，Ａ児と一緒に会議室

に向かった。消毒液をボトルに入れながら「Ａちゃん，ずっと覚えていたんだね。偉いね！」と言うと，

「うん！だって，Ｂ先生から頼まれたんだもん。」とＡ児が答えた。「Ｂ先生にいつ頼まれたの？」と尋

ねると，「うーんっと・・・昨日？あっ！その前から！」と嬉しそうに答えた。「そんなに前から頼まれ

ていたのに覚えていたんだね。Ａちゃんは，すごいね。さすがみどりさんだね。」と言うと「うん！！」

とニコニコしながら答えた。消毒液を入れ終え，ボトルを手渡しながら「入れ終わったよ。また，終わ

っちゃったらボトルを持ってきてね。」と伝えると，Ａ児は「うん！分かった！ありがとう。」とまたニ

コニコしながら返事をし，みどり組の教室へ戻って行った。 

＜カンファレンスの視点＞ 

○子どもの育ちについて 

・約束や言ったことなどすぐに忘れてしまう。 

・調子が良いと飛び回っている姿が見られる。 

・人の話を聞く場面などで集中しない様子が見られる。 

○子どもの思いについて 

・Ｂ先生に言われた事をやらないと！ 

実践報告
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実践報告 

・今日は絶対に消毒液を手に入れてやる。 

○保育者のかかわりについて 

・朝からＡ児が消毒液のことを忘れずに言っていたため，保育者側がＡ児の目に入らないところで補

充してしまうと達成感がなくなってしまう。そのため，本人から言われるまで待った。 

・次回もできるように，消毒液を補充することを約束した。 

・忘れないでできたことを褒める。 

 

 

<実践事例３>                            （１０の姿） 

２，３，６，９，10 

子どもの「育ち」発見シート  （きいろ組 氏名：Ｄ児 保育者：Ｅ） 

令和３年７月２０日（火）    タイトル：「Ｆ児くん，どうぞ」 

＜背景＞ 

これまで学級全体で一斉に行う活動にあまり興味・関心を示さなかったＤ児であるが，

１学期で退園するＦ児へのプレゼント作りには参加することができた。 

１学期の最終日。幼児の登園後，「Ｆ君は，今日が幼稚園，最後の日です。何かプレゼン

トできる物があるといいなと思いますが，みんなはどう思う？」と担任から投げかけてみた

ところ，子どもたちは「いいね」と同意した。そこで「お花とか，どうかな？Ｆ君も嬉しい

と思うよ」と，丸く切り抜いた折り紙でできたお花を提示した。モールを茎に見立てて付け

ると本物のお花らしく見えるため，黄緑と緑のモールをセロテープと共に準備した。する

と，すぐに興味をもった子どもたちが作り始めた。友達が作る様子を見ていたＤ児に「Ｄ君

も作ってみようよ。丸の折り紙，持って来て」とＥから誘ってみるが「なくなっちゃった」

とのこと。そこで，新しい折り紙に円を描いてＤ児に手渡し，「Ｄ君，この線，切れるかな？

はさみを持って来て」と誘ってみた。しばらくすると，丸く切った折り紙（少し歪んでいる

が）を持って来た。「一人で切れたの。すごいね。茎も付けてみようか」と，さらに誘い，

Ｄ児の様子を見ていると，緑と黄緑の茎を交互に長くセロテープでつなげている。Ｅが「も

う一枚作ってみる？」と声をかけ，円を描いた折り紙を手渡した。 

できあがった幼児からＦ児にお花をプレゼントすることになったため，Ｅは「Ｄ君，作っ

たお花を渡そう」と誘い，一緒にＦ児のところに向かった。Ｄ児が「はい，どうぞ」と少し

恥ずかしそうにお花を手渡すと，Ｆ児は「ありがとう」と受け取った。みんなが一つ一つ手

渡したお花は，Ｆ児の手に持ちきれないほど集まり，素敵な花束になった。 

＜カンファレンスの視点＞ 

○子どもの育ちについて 

・Ｆ児が園から離れて行ってしまうので，花を作る機会に友達と同じ活動に関わることがで

きた。 

・Ｆ児がＤ児にとって友達としてのつながりが強かったからではないか。 

□□

実践報告 

・今日は絶対に消毒液を手に入れてやる。 

○保育者のかかわりについて 

・朝からＡ児が消毒液のことを忘れずに言っていたため，保育者側がＡ児の目に入らないところで補

充してしまうと達成感がなくなってしまう。そのため，本人から言われるまで待った。 

・次回もできるように，消毒液を補充することを約束した。 

・忘れないでできたことを褒める。 

 

 

<実践事例３>                            （１０の姿） 

２，３，６，９，10 

子どもの「育ち」発見シート  （きいろ組 氏名：Ｄ児 保育者：Ｅ） 

令和３年７月２０日（火）    タイトル：「Ｆ児くん，どうぞ」 

＜背景＞ 

これまで学級全体で一斉に行う活動にあまり興味・関心を示さなかったＤ児であるが，

１学期で退園するＦ児へのプレゼント作りには参加することができた。 

１学期の最終日。幼児の登園後，「Ｆ君は，今日が幼稚園，最後の日です。何かプレゼン

トできる物があるといいなと思いますが，みんなはどう思う？」と担任から投げかけてみた

ところ，子どもたちは「いいね」と同意した。そこで「お花とか，どうかな？Ｆ君も嬉しい

と思うよ」と，丸く切り抜いた折り紙でできたお花を提示した。モールを茎に見立てて付け

ると本物のお花らしく見えるため，黄緑と緑のモールをセロテープと共に準備した。する

と，すぐに興味をもった子どもたちが作り始めた。友達が作る様子を見ていたＤ児に「Ｄ君

も作ってみようよ。丸の折り紙，持って来て」とＥから誘ってみるが「なくなっちゃった」

とのこと。そこで，新しい折り紙に円を描いてＤ児に手渡し，「Ｄ君，この線，切れるかな？

はさみを持って来て」と誘ってみた。しばらくすると，丸く切った折り紙（少し歪んでいる

が）を持って来た。「一人で切れたの。すごいね。茎も付けてみようか」と，さらに誘い，

Ｄ児の様子を見ていると，緑と黄緑の茎を交互に長くセロテープでつなげている。Ｅが「も

う一枚作ってみる？」と声をかけ，円を描いた折り紙を手渡した。 

できあがった幼児からＦ児にお花をプレゼントすることになったため，Ｅは「Ｄ君，作っ

たお花を渡そう」と誘い，一緒にＦ児のところに向かった。Ｄ児が「はい，どうぞ」と少し

恥ずかしそうにお花を手渡すと，Ｆ児は「ありがとう」と受け取った。みんなが一つ一つ手

渡したお花は，Ｆ児の手に持ちきれないほど集まり，素敵な花束になった。 

＜カンファレンスの視点＞ 

○子どもの育ちについて 

・Ｆ児が園から離れて行ってしまうので，花を作る機会に友達と同じ活動に関わることがで

きた。 

・Ｆ児がＤ児にとって友達としてのつながりが強かったからではないか。 

実践報告
特色ある教育課程の実践
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実践報告 

・Ｆ児に対して好意がもてていたので，興味や作る活動に結び付いたのだろう。 

・Ｆ児の引っ越しがＤ児に対して取り掛かる目的になった。心が動き活動につながった。 

・Ｄ児なりの目的をもてば（くじら，虫，ポケモン等）活動に結び付く。 

○子どもの思いについて 

・自分から作ろうとする思いは強い。 

・Ｆ君に「今までありがとう」の気持ちが込められたのではないか（言葉ではないが）。 

・Ｄ児には，Ｆ児は意地悪しないという思いがあったのではないか。 

・Ｄ児とＦ児は一緒に砂場に行っていた。 

・テンションが高めだったのはそれとなく感じるものがあったのではないか。 

・みんなが取り組んでいるからではなく，Ｆ児に作ってあげたいという思いをＤ児がもって

いたから作る活動へつながったのではないか。Ｄ児にとってはＦ児が特別な存在であっ

たからかもしれない。 

○保育者のかかわりについて 

・はさみを使う場面では，必ず保育者がいないとできないのではないかと思っていたが，自

分なりに（他の友達を見てなのか）頑張って取り組んでいた。手を添える必要もそれほど

なかった。 

・作っている他の友達を見て一緒に関わって欲しい。 

・お花を手渡す場面（自分の思いを表現する場面）で，「なんて言おうか」と考える機会を

作る。 

・友達が他の園に去って行く最後の時間やＤ児なりの友達への関わり方を大切にしたい。 

・Ｄ児の特性を理解する必要がある。徐々にのってきたときを捉えていく。 

・大人と関わるのは好きだが，保育者によっては，離れていく。Ｄ児自身も保育者を見てい

る。特性を理解していないと対応が難しい。 

・寄り添えば離れる行動も見られるので，追求しつつ，しない対応もある。できた自信を味

わえるように今日のようなチャンスを繰り返し考えてあげたい。 

 

(7) 研修のまとめ 

○ 各学年の振り返り＜目指す幼児像の視点から＞ 

◆３歳児の目指す幼児像＜自分の好きな遊びを楽しみ，安心して過ごせる幼児＞に視点を

当てて振り返ると，以下の点が挙げられる。 

○一人一人の姿や様子，遊び方，生活習慣の身に付け方などをよく観察するところから始

まるため，日常的にその日の出来事や幼児の遊ぶ様子などを保育者同士で把握し合い，

話し合っていく必要があると感じた。また，それを重ねていくことで，幼児は安心して

園生活を送れ，自分らしさを発揮していく姿を見ることができた。 

○安心した園生活を送れるようになると，好きな遊びを見付けて保育者を誘い，一緒に遊

ぶようになり，そこから友達と同じ遊びをしてみたいと思うようになるなど，自分の遊

実践報告
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実践報告 

びに広がりが見られるようになる。その思いや遊びの様子を見逃さず，環境を整えてい

くことや場の安全の確保などを考慮した保育につなげていくことの大切さを感じた。 

○生活や遊びの中で，どんな遊び方を楽しんでいるか，どんな遊具や用具をどのくらい準

備していくか，明日もやりたいと思えるような遊びの環境をどう構成するかなど，クラ

スの保育者だけでなく全保育者で話し合い，年齢に添って遊びや関わりを共通理解して

いくことの大切さを実感した。 

◆４歳児の目指す幼児像＜自分なりに表現し，友達と遊ぶことが楽しいと感じる幼児＞に

視点を当てて振り返ると，以下の点が挙げられる。 

○幼児が素直に自分なりの気持ちを表現できるようになるためには，時期にもよるが，一

対一で対応する機会をもつことで，保育者との信頼関係をつくることが大切である。 

○友達と遊ぶことが楽しいと感じるようになるためには，友達関係の広がりをつくること

が必要である。そのためには，環境の構成や再構成が重要であり，特に幼児同士のつな

がりをもつために砂場の環境が有効であることがわかった。 

○幼児一人一人の表現の仕方は違う。あるがままの表現を見守りつつ，機会を見逃さず認

めていくにはポイントで言葉をかけていくとよいことがわかった。また，じっくりと取

り組みたい幼児には，見守りつつ，時間をおいて見ていくようにすると幼児は嬉しさを

感じる。また，友達へつなげていくには全体で集まる場面で（帰りの会等），個人の表

現を自信につなげられるように振り返りの時間を有効に使って取り上げていく。する

と，個のやる気やもう一度やってみよう，頑張ろうといった意欲が見られるようになる

とともに，他の友達にも伝わり，友達と一緒に遊ぶきっかけができる。さらに一緒に同

じ遊びをする中で楽しいといった感情が生まれる。このような状況で友達との関係が深

まり，幼児の心が動き活動にもつながる。 

課題としては， 

・幼児一人一人の特性を理解していくことが大切である。幼児のペース，友達への興味･

関心など，一人一人の特性を理解していないと対応が難しい。また，追求しつつ，しな

い対応もある。 

・幼児ができたという自信を味わえるような機会を繰り返し保育者間で考え，環境を構成

していきたい。 

◆５歳児の目指す幼児像＜友達と協力して遊びを進めることができる幼児＞に視点を当て

て振り返ると，以下の点が挙げられる。 

○幼児一人一人のカンファレンス資料を作成する過程で，「10 の姿」に照らし合わせて幼

児の姿を読み取ることにより，その幼児の得意なことや苦手なことがはっきりし，幼児

の得意なことをさらに伸ばすことで，その幼児の自信につなげることができた。さら

に，自分からやろうとする積極性も見られた。保育者を待たず，幼児自身からの提案が

増えた。 

○５歳児になってから，前々年度，前年度の育ちの差を埋めようとしても難しい。その幼
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児のどこが伸びたのか分からないこともあった。しかし，分からないという事実を言い

合えることに意義やその後の手立てが見い出せた。保育者によって幼児の成長の読み取

り方に偏りはあるが，話し合いにより伸びた部分に焦点を当てて援助の工夫に結び付け

ることができた。 

課題としては， 

・差ができた。伸びる幼児もいたが，マイペースを貫き，足踏みをした幼児もいた。 

・家庭との連携に関しても幼児の成長を伝えることが大変であった。 

・クラスごとに違いがあり，４歳児時点での２クラスの違いを５歳児になっても完全には

埋められなかった。保育者自身の人柄，保育の進め方など，担任の影響が非常に大きい

と感じられた。そのため，５歳児になってからは何度も学年会議をし，２クラスの足並

みをそろえようと連携をとってきた。あわせて進めることは大変である。だからこそ連

携は大事であることがわかった。同じクラスでも他のクラスでも保育者同士の連携はと

ても大切である。このことから，園内研修（カンファレンスを含む）やクラス会議の充

実により，まずは文章よりも話すこと（会話）を大切にしたい。普段から保育者がどの

幼児の状況についても理解して対応できるようにしていきたいと考えた。 

○ 成果 

 令和３年度の園内研修を通して，全保育者がカンファレンス資料を作成し，幼児の育ち

を追った。研修主題に「互いの幼児理解を共有した保育の展開」を盛り込んだことで，意

識的に同じクラスの補助教諭や他のクラスの保育者に，担任が読み取った幼児の発達の様

子や，保育の進め方，手立てを伝えようとすることができた。 

例えば，降園後の時間や職員が全員揃う休憩時間などを活用するようになった。「今日

は○○ちゃんがこんな行動や遊びをしていた。遊びの○○なところが楽しいようだった」

の会話をきっかけに，この幼児について日頃の様子や他の保育者が見た遊びの姿，成長の

変化の気付き，対応の方法など，もう少し具体的に話をしてみると，この幼児は今，この

ような成長段階にあるということを共有できた。また，この幼児にはこういう手立てをし

ていきたいという担任の思いが発信できると補助教諭や他のクラスの保育者がそれぞれの

見取った様子を伝え合い，違う手立ても有効かもしれないなどの意見を聞くことができ

た。このような意見交換をすることによって，幼児の発達の姿を多面的に読み取ることが

でき，保育者が幼児に行った手立てを振り返り，有効だったかを確認することや今後の保

育につなげるヒントを得られ，手立ての幅が広がった。 

このように，実践を通して全保育者が同じ目線で，同じ立場で，一人の幼児をいろいろ

な角度から考え合う姿勢を実感できたことこそ，南幼稚園全保育者の成果であったと感じ

ている。どのような場面についても伝え合うことで幼児の育ちを支えられるよう連携を深

めることができた。「保育者が互いの幼児理解を共有した保育の展開」というテーマに迫

ることができ，一定の成果を得られたと思う。 
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○ 課題 

 担任が読み取った幼児の姿や思いを伝え，補助教諭と共通理解をして保育を進めること

を目標としていたが，担任が伝えたいことと相手の受け止めに思いの行き違いがあったり

「補助教諭もきっとこのように考えてくれているだろう」と過信してしまうことがあった

りしたので，共通理解のもとで保育を進めることができない場面もあった。保育者が幼児

に対して共通の手立てができずに，幼児がどのように遊んだらいいか，どのように生活し

ていいか分からず，戸惑わせてしまったことがあった。 

○ 今後に向けて 

令和３年度の園内研修は，保育カンファレンスで用いる資料も外部講師に提案された形

式で作成してみるところから始めた。この実践を足掛かりに，捉えた幼児の姿から，担任

としてこのように育てていきたいのだという思いや願いを，補助教諭や他のクラスの保育

者にも理解してもらえるように伝え，共通理解し，よりよい協力体制を築いていく必要が

ある。そのために，本園の保育者が無理なく活用できる研修の方法（限られた時間内の中

で会計年度の保育者，担任の保育者が時間外にまで作業が及ぶことがないような方法）を

考え合っていきたい。また，日々の保育での実践を生かせるような方法（週案やシールノ

ートにも活用でき，さらに家庭へも成長した点を伝えられる機会にできるもの）はないの

か，研修の方法にどんなやり方があるのかについても探っていきたい。 

 

３．園内研修を通した保育者の変容 

(1) 令和４年度のスタート時 

  ４月・・全員で行う園内研修のスタンスは崩さない。 

     ・無理なくできる研修にする。 

      （なるべく時間内で。仕事を持ち帰らない。） 

      →週案，毎月のシールノートのコメントで，何度も振り返っている。 

      →指導要録に反映できた。 

     ・令和３年度のよかった点，反省点を踏まえつつ，園内研修の方法の見直しを

図りながら進める。 

「子どもの育ち発見シート」を通してエピソードを５行程度に書く。 
（楽しそうだった遊び，その日の心に残ったこと困ってしまったこと，気になった場面） 

※幼児のよい姿を見付ける。 

※楽しく書きためる。 

＜視点＞ 

○子どもの育ちについて 

○子どもの思いについて 

○子どもの気付きについて 
○保育者の関わりについて 

子どもの育ち発見シート  10 の姿 
(組 氏名 保育者) 

令和４年 月 日 タイトル 
 
 
 
 
＜気付いたことを自由にメモする＞ 
 

５行程度のエピソード 
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＜留意事項＞ 

・全員が同じ立場で行う。 

・ちがう→NG ワード 

・まず，うなずく。“私はこう思う”をつける（違って当たり前）。 

・保育者は言葉の伝え合いを具体的に行う。 

・話し合いでは，肯定的に捉え，認める（間違い探しではない）。 

 ・他学年の幼児の様子も見つつ，補助教諭の立場から，見守り関わっていた場面など， 

幼児の姿からその幼児をどのように育てたいか，次への手立てを皆で共通にあぶり出 

していこうという話し合いになった。 

 

  ５月～・・研修主任（教務主任）を中心に毎週水曜日に園内研修を計画する。 

      その他，日常的に休憩時間を活用して子どもたちの姿，エピソードなどを話

題にして共有するようになった。 

  ６,７月・・前年度に引き続き，補助教諭，Ｙ教諭もカン

ファレンスに参加し，事例について各自の捉え

たことや思いを気軽に話せる雰囲気になってき

た。話の中では，微笑ましい時には笑いが生ま

れ，気兼ねなくやりとりできるようになった。 

どの立場の保育者であっても意見を言えるよ

うになったのは，周りの保育者が聞く姿勢をもち，その人の意見も受け入

れ，共感してくれる態度や意識があるからではないかと感じた。話し合いに

おいては，担任だから正しいとか，この人の意見を重視しようとか，そうい

う気持ちでなく，みんなの意見を聞いてみようとする一人一人の姿勢が，参

加する人にとって話してみたいと思える雰囲気になったのではないかと思わ

れる。 

９,10,11 月・・行事に追われ，なかなか保育カンファレンスが行えずにいたが，研修主任

から，事例がとれたタイミングで１つずつであっても保育カンファレンスを

継続して行っていきたいことを保育者に伝えていた。１学期のように時間を

とれないのが現状であった。 

       実際に事例を文字に起こすことはできなかったが，休憩時間などには，伝

えたい幼児の姿や成長などについて，常に話し合い，共有していた。そのこ

とが着実に翌日以降の保育につながっていた。例えば，次に示すのは，別々

のクラス（５歳児，３歳児）の姉弟がそれぞれに父親の特技について話して

いることが保育者同士の話し合いの中でわかり，当該保護者に「技」の披露

を依頼することで，子どもたちにとっては「けん玉」や人との関わりにまつ

わる経験が深まったり広がったりする機会となった事例である。 

のクラス（５歳児，３歳児）の姉弟がそれぞれ父親の特技について話してい
ることに保育者同士の話し合いの中で気付き，当該保護者に「技」の披露を
依頼することで，子どもたちにとっては「けん玉」や人との関わりにまつわ
る経験が深まったり広がったりする機会となった事例である。
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職員室での保育者同士の会話から遊びや人との関わり等，子どもたちの経験を深め広げる

活動につながったエピソードの例【１月】 

「お正月遊び」を通して，３歳児と５歳児の姉弟が「うちのお父さんはけん玉するの，上

手なんだよ」と話していたことを保育者同士で話題にしていたのをきっかけに，時々，送迎

で来園する父親に話しかけた。「今度，見せてもらえませんか？」の問いに「いいんですか？」

と快く引き受けてくれた。３歳児の弟のクラスの降園時間の前に来園して，父のけん玉の連

続技を見せてもらった。また，たくさんのマイけん玉を持参し，実際に触れさせてくれた。

そして，３歳児に合わせた「技」をいくつも教えてくれた。 

お父さんは「技」という言葉を使って３歳児の興味をそそり，３歳児でもできる喜びを味

わえるようなけん玉遊びの体験活動になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お父さん，どうやるの？」        「できるかな？」 

 

(2) 保育者の変容に対する園長としての思いや考え 

 ・研究の方法の中の注意点  ※保育者は言葉の伝え合いを具体的に行う 

※話し合いでは，肯定的に捉え，認める 

ということが令和４年度は，達成できたと考える。 

・園内研修として構えず，幼児の話題や保育の話をしている中で，幼児の成長につなが

っているところに気が付いた保育者が「その言葉がけ，よかったね」「先生，よく気

が付いて関わってくれたね」など，その保育者の保育に関わるやりとりができると，

自信になり，保育者自身のよさも引き出せるのではないか。 

 ・その会話の中から，もっと深めたい内容や「これは重要だね」と思う点があったら，

その部分を取り上げてじっくり話し合うことが大切である。 

 ・心を許し，保育者同士の思いや考えを話せて共有できることがよりよい連携につなが

ると考えると，改めて伝え合わなくても日常会話の中で伝えることができれば，互い

に無理なく進める研修になっていくのではないか。それには，互いを認め合う雰囲気

をつくること，すなわち，保育者が保育について振り返り，幼児のエピソードを自然

に話せる職場環境にしていくことが重要である。  
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４．おわりに 

令和３年度の園内研修は「担任が伝えたいことと相手の受け止めに思いの行き違いがあ

る」という課題意識から出発している。折しも新たな園長が着任し，南幼稚園の保育につ

いて見つめ直してみる，よい機会でもあった。 

保育者間の見取り方のズレを可視化するには，具体的な保育場面をもとにそれぞれの保

育者の考えを率直に出し合うことが必要である。しかし，多くの子どもたちと関わりつ

つ，一瞬一瞬の判断を求められ続けている保育者にとって，日々の生活の中で立ち止ま

り，自身の見取り方について振り返ることは，意識的に行わないかぎり，困難であるとい

う現実がある。そこで，具体的な保育場面をもとに保育者同士の考えを出し合う保育カン

ファレンスを園内研修の手段として位置付けた。また，より質の高い保育カンファレンス

にするために，令和３年度に行う保育カンファレンスについては，保育者によるエピソー

ド記述を資料として取り入れることを試みた。エピソード記述とは「単にできごとのあら

ましを描くのではなく，保育者の目や身体を通して得た経験を保育者の思いを絡めて描く

もの」(鯨岡・鯨岡，2009)であることから，エピソード記述を描く保育者は，具体的な保

育場面を言語化する過程で自身の保育を省察することになる。 

エピソード記述を描くにあたっては，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点

とした子どもの育ちを，それぞれの保育者が見取った場面から描くようにした。これによ

り，見取りの確かさ（「エピソード記述に描かれた子どもの姿は，本当に子どもの育ちと

捉えられるのか」等）や保育観（「エピソード記述に描かれる子どもの姿に，視点の偏り

はないか」等）について，より深く考察できるようになった。また，保育カンファレンス

に参加した保育者は，エピソードの描き手の保育観を踏まえてエピソード（保育）を追体

験し，自身の見取り方や保育観と引き比べて，それぞれの考えを交わせるようになった。 

エピソード記述に基づく保育カンファレンスは，エピソード記述を描くことはもちろ

ん，それを読んで具体的にイメージすることにも多大な労力を要する。一方で，日々の慌

ただしさの中で薄れがちな自身の見取り方や保育観などを言語化することにより，明確に

意識化することができる。こうした保育カンファレンスを経験することで，南幼稚園の保

育者は，たとえ資料としてのエピソード記述はなくても，「今日の◯◯ちゃんは，こんな

様子だった」と単に客観的な事実を話す（報告する）のではなく，保育者がその様子から

どのように見取り，考え，援助（保育者の直接的な関わりや環境の再構成も含め）を行っ

たのかについて，明日の保育につながるように話し合う（省察する）ようになっていった

のである。 

幼稚園という組織は，一人一人の保育者によって成り立っている。一人一人の行う保育

が，その幼稚園の保育である。昨今，「みんなちがって，みんないい」という言葉がさま

ざまな場面で聞かれるようになっているが，この言葉を額面通りに受け取り，それぞれの

保育者が独自の考えや方法に固執し，偏った保育を行っていれば，最も迷惑を被るのは子

どもたちであろう。「みんなのちがい」は踏まえつつ，子どもたちにとってよりよい保育
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のあり方を「みんなで」求めていくことが望ましい。保育者同士の共同作業により，園の

教育目標に向かう，よりよい保育をつくり続けていくことが，同じ幼稚園で保育を担う保

育者の責務である。令和３年度の園内研修を通して，南幼稚園では，保育者同士の共同作

業の一つとして，保育カンファレンスの有用性が実感されたといえるだろう。 
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